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露地ベンチに並んだブルーベリー 

順調に花を付けて出荷を待つ 

ミニバラ 

 

 

ミニバラ生産を開始した当初は、一番の需要期である母の日の直前にベと病が大発生し出荷不

能になったり、梅雨の晴れ間に温室内が高温となり１棟分全部を枯らしたりと、大失敗をしまし

た。これらの経験から、温室環境や植物をよく観察して、植物の生育に真摯に向き合うようにな

りました。また、効率的に栽培できるよう、育苗環境や期間、鉢上げのサイズ、商品にするまで

の期間など実証し、栽培技術を確立していきました。現在は、栽培方法の基準ができ、９月から

翌６月まで安定して出荷できるようになりました。栽培期間が基準より長くかかるときは、露地

に出して休眠させ温室の回転率が低下しないよう工夫するなど効率性を高めています。 

様々な取組が功を奏し、平成 20 年には施設面積 5700ｍ2、夫婦２人と常時雇用 11 名、ミニバ

ラ 38 万鉢を生産する経営体に成長し、経営が安定しました。施設の整備のため、多額の資金を

活用しましたが、順調に返済できています。「返済は本当に大変だったが、モチベーションの維

持になった。」と、話してくれました。 

 

 

 

年間通して収入を得られるよう、ミニバラの出荷がない時期

に販売できる品目として、ヒイラギやブルーベリーの苗を試作

し、平成 25 年にはヒイラギ４万鉢、ブルーベリー２万８千鉢、

ブラックベリー５千鉢を販売できるようになりました。これ

ら副品目においても効率性を高めるため、今年は、ブルーベ

リーの苗を通常５寸（15cm）鉢で出荷するところ、４寸（12cm）鉢にして栽培期間の短縮に取り

組んでいます。年間通して収入を得ることで、技術の高いパート従業員の継続雇用にもつながっ

ています。 

 

 

 

有限会社バラ屋には後継者がいないため、将来について、第三者に譲るか完全に辞めるかなど

思案中です。 

一方で、地域の若手生産者が経営を続けていけるように、支援すべき立場にあると考えていま

す。農業経営士の地区代表や県花き生産者連合会の知多地域の副会長などの役員を引き受けると

ともに、次の世代につながる新しい取組を提案及び実践しています。平成 26 年に中部国際空港

で行われた「あいち花フェスタ 2014」では、花材の調達や飾り付けの指揮を執って、若手生産

者とともに取り組みました。関係者からは、「ベテラン生産者が

戦陣を切って取り組む姿勢を若手生産者に示し、大規模なイベ

ントを成し遂げてくれた」と高い評価を得ました。「自分は、好

きな人生を選び、同業者や周囲の人と助け合ってやってきた。

今後も若い人たちが夢をかなえられるよう、周囲が支えていか

なければならない。」と、意気込みを語ってくれました。 
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